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町政を問う！ 会派代表

　

市
町
村
が
運
営
主
体
で
あ
る

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
構
造

的
に
被
保
険
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
世
帯
単
位
の
所
得
は
、
被

保
険
者
に
無
職
者
も
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
年
々
低
く
な
る
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

被
保
険
者
に
は
低
所
得
者
世

帯
が
多
く
、
負
担
増
と
な
る
保

険
税
の
引
き
上
げ
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
財
政
は

さ
ら
に
厳
し
く
な
る
も
の
と
予

測
さ
れ
る
。

　

平
成
30
年
度
に
は
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
事
業
が
広
域
化

と
な
り
、
運
営
ス
タ
イ
ル
が
大

き
く
変
わ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

具
体
的
な
数
値
は
、
ま
だ
何

も
決
ま
っ
て
い
な
い
今
日
、
被

保
険
者
側
か
ら
見
れ
ば
、
保
険

給
付
は
全
国
共
通
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
保
険
税
は
、
都

道
府
県
間
・
市
町
村
間
で
格
差

が
あ
り
、
不
公
平
感
を
感
じ
る
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
見
た
本
町

の
状
況
は
、
被
保
険
者
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
低
い
方
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
税

や
法
定
外
繰
入
金
は
高
く
な
っ

て
い
る
。
保
険
税
が
上
が
る
の

で
あ
れ
ば
、
極
力
不
公
平
感
が

な
い
よ
う
に
、
強
く
県
に
要
望

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

武
豊
町
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
課
題
や
問
題
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

昨
年
27
年
５
月
27
日

に
は
「
持
続
可
能
な
医
療
保
険

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
成
立
し
て
い
る
。

　

こ
の
改
正
法
に
基
づ
く
改
正

内
容
の
課
題
や
問
題
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
が
３
点
あ
る
。

　

１
点
目
は
、
健
全
運
営
に
向

け
た
施
策
で
、
県
が
納
付
金
の

決
定
、
標
準
保
険
料
を
提
示
。

武
豊
町
は
、
標
準
保
険
料
を
参

考
に
賦
課
・
徴
収
を
行
い
、
愛

知
県
に
納
付
金
を
納
付
す
る
流

れ
に
変
わ
る
。

　

２
点
目
は
、
適
正
な
事
務
処

理
、
条
例
改
正
と
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
が
新
た
に
発
生
す
る
。

ま
た
、
財
政
運
営
が
広
域
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
務
の
繁

雑
化
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

３
点
目
は
、
医
療
費
適
正
化

な
ど
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
な
ど
「
保

険
者
努
力
支
援
制
度
」
が
創
設

さ
れ
、
今
年
度
よ
り
実
施
す
る
。

今
後
、
被
保
険
者
の
予
防
・
健

康
づ
く
り
や
医
療
費
適
正
化
な

ど
一
層
の
強
化
が
必
要
に
な
る
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
定
め
ら

れ
た
「
国
民
健
康
保
険
に
お
け

る
納
付
金
及
び
標
準
保
険
算
定

方
法
に
つ
い
て
」
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
「
国
保
運
営
方

針
」
を
定
め
る
。

※
他
に
「
ふ
る
さ
と
寄
附
返
礼

品
の
現
状
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

政和クラブ
南 賢治 議員

一
般
質
問

問答

町
長

平成30年度国保
改革はどうなる

問

国保運営方針を定める答

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政

全
般
に
対
し
、
疑
問
点
を
質
問
し
確
か
め

る
こ
と
で
す
。

　

会
派
の
代
表
者
が
質
問
す
る
「
会
派
代

表
質
問
」
と
、
個
々
の
議
員
が
質
問
す
る

「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
質
問
時
間
は
答

弁
を
含
め
50
分
以
内
で
す
。

■武豊町国民健康保険データヘルス計画

国
保
事
業
の
広
域
化
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個人質問 町政を問う！

　

「
第
５
次
武
豊
町
総
合
計
画
」

を
都
市
づ
く
り
の
側
面
か
ら
実

現
す
る
計
画
と
し
て
、
「
武
豊

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
、
本
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
。

　

「
武
豊
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
は
、
30
年
後
、
50

年
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
重
要
な
計
画

で
あ
る
。

　
　

現
在
、
野
菜
茶
業
研
究
所

跡
地
に
は
、
都
市
公
園
の
整
備

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
都
市
公
園
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

野
菜
茶
業
研
究
所
跡

地
の
北
側
部
分
に
、
町
民
に
親

し
ま
れ
る
場
と
な
り
、
防
災
的

な
機
能
や
都
市
公
園
的
な
機
能

を
備
え
た
公
園
整
備
を
考
え
て

い
る
。

　
　

半
田
消
防
署
武
豊
支
署
の

移
設
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

消
防
の
訓
練
活
動
に
も
使
え

る
よ
う
に
照
明
設
備
を
備
え
、

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
で
き
る
広

さ
の
多
目
的
広
場
に
す
べ
き
と

思
う
が
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ
の
提
案

と
し
て
考
え
る
。

　

詳
細
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で

き
る
と
渋
滞
も
予
測
さ
れ
る
。

　

交
差
点
改
良
や
右
折
信
号
の

設
置
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必

要
だ
と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
構
想
が
決
ま
れ
ば
、
交

通
量
を
把
握
し
整
理
し
た
後
に
、

必
要
が
あ
れ
ば
交
差
点
改
良
な

ど
を
要
望
し
て
い
く
。

きずな
青木 宏和 議員

防災的な機能を備えた公園に答

都市公園の具体的な
計画は

問

会派代表 町政を問う！

問

問 野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地
に

都
市
公
園
を
計
画

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
で
き
る

広
さ
の
多
目
的
広
場
に

　
　

南
知
多
道
路
の
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
跡
地
付
近
で
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
構
想
の
進
捗
状

況
は
。

　
　
　
　

昨
年
の
10
月
に
愛
知

県
道
路
公
社
よ
り
有
料
道
路
運

営
な
ど
事
業
の
実
施
方
針
が
公

表
さ
れ
、
11
月
か
ら
民
間
事
業

者
の
募
集
が
始
ま
っ
た
。

　

本
年
10
月
ご
ろ
か
ら
運
営
業

務
な
ど
の
事
業
が
、
開
始
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
工
事

期
間
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

５
年
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
跡
地

の
活
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
具
体
的
な
計
画
内
容
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
公

表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活
用
は

未
定
で
あ
る
。

答

総
務
部
長

答

町
長

答

町
長

■都市公園の整備が計画されている野菜茶業研究所跡地

■南知多道路の武豊インター

答

企
画
部
長

問

問

問

早
急
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
は
、

お
お
む
ね
５
年
後

答

建
設
部
長
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町政を問う！ 会派代表

　
　

町
指
定
の
避
難
所
の
施
設

点
検
を
い
つ
行
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　

改
修
時
に
点
検

を
行
っ
た
。

　
　

改
修
時
と
は
い
つ
頃
か
。

ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
は
貼
っ
て
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

改
修
は
５
年
前

か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

体
育
館
は
、
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
、
ま
た
は
強
化
ガ
ラ
ス
で

あ
る
。
非
構
造
部
材
の
耐
震
整

備
な
ど
を
順
次
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　

登
録
さ
れ
た
井
戸
２
０
９

件
の
う
ち
、
飲
料
水
に
利
用
で

き
る
井
戸
は
何
箇
所
か
。

　
　
　
　
　
　

91
箇
所
で
あ
る

が
、
震
災
時
は
地
下
変
動
に
よ

り
有
害
物
質
が
入
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
飲
料
水
に
利
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

災
害
時
に
利
用
で
き
な
く

て
、
何
の
た
め
の
井
戸
か
。

　
　
　
　
　
　

備
蓄
の
飲
料
水

な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

　
　

浄
水
器
の
準
備
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

避
難
所
の
４
箇

所
に
あ
る
。

　
　

愛
知
県
障
害
者
差
別
解
消

推
進
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

　

公
共
施
設
の
障
が
い
者
用
駐

車
場
を
、
入
口
付
近
に
し
、
カ

ー
ポ
ー
ト
の
設
置
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　

県
の
「
人
に
や

さ
し
い
街
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
に
可
能
な
限
り
沿

っ
た
施
設
と
な
る
よ
う
、
障
が

い
者
用
駐
車
場
は
、
入
口
か
ら

一
番
近
い
場
所
に
配
置
し
て
い

る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
カ
ー
ポ
ー
ト

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。　

　　
　

図
書
館
は
、
建
設
当
初
か

ら
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
の
確

保
が
無
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

区
画
標
示
と
、
入
口
近
く
に
駐

車
場
の
設
置
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

駐
車
場
の
標
示

お
よ
び
駐
車
場
の
設
置
が
、
近

く
に
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

公明党議員団
冨永 良一 議員

問問問

問

登
録
井
戸
の
整
備
は

災
害
時
の
天
井
・
壁
・
電
灯
の

崩
落
や
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
は

公
共
施
設
の
駐
車
場
の
改
善
を

避難所の耐震性・安全性は確保答

町指定の避難所の
安全性は

問

■駐車場から見た図書館入口

問

問問

■避難所（緑丘小学校）の窓ガラス

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長
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個人質問 町政を問う！会派代表 町政を問う！

　
熊
本
地
震
で
は
、
橋
梁
が
崩

落
し
た
り
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り

道
路
が
寸
断
し
、
避
難
が
で
き

ず
に
一
時
孤
立
す
る
被
災
者
が

発
生
し
た
。
そ
こ
で
町
民
の
方

よ
り
、
避
難
な
ど
に
お
け
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
特
に
半
田
市
・
常
滑
市
・
美

浜
町
の
行
政
境
の
住
宅
が
密
集

す
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
々

は
、
災
害
発
生
時
に
、
橋
梁
が

崩
落
し
た
り
、
河
川
が
増
水
し

橋
梁
を
渡
り
避
難
所
へ
行
く
の

を
躊
躇
す
る
状
況
で
あ
る
場
合
、

近
隣
市
町
の
避
難
所
へ
避
難
を

し
て
良
い
も
の
な
の
か
、
心
配

を
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
災
害
が
起
き
た
時

の
避
難
に
関
す
る
近
隣
市
町
と

の
相
互
協
力
な
ど
に
つ
い
て
以

下
、
質
問
を
す
る
。

　
　
隣
接
す
る
市
町
と
災
害
時

の
避
難
協
定
は
結
ん
で
い
る
か
。

　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

か
ら
、
被
災
時
に
、
お
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
に
よ
り
、
被
害

の
最
小
化
を
図
る
「
減
災
」
の

考
え
方
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
知
多
半
島
５
市
５
町
で
、

平
成
26
年
３
月
26
日
に
「
知
多

地
域
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。

　

こ
の
協
定
の
目
的
は
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被

災
自
治
体
へ
の
物
的
・
人
的
な

支
援
体
制
を
定
め
、
南
海
ト
ラ

フ
・
東
南
海
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
、
近
隣
自
治
体

同
士
で
、
迅
速
か
つ
継
続
的
な

支
援
が
行
え
る
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
締
結
さ
れ
た
協
定
で

あ
る
。

　

協
定
の
応
援
の
種
類
に
つ
い

は
、

①
食
糧
・
飲
料
水
お
よ
び
生
活

　

必
需
品
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の

　

供
給
に
必
要
な
資
機
材
の
提

　

供
②
救
援
お
よ
び
救
助
活
動
に
必

　

要
な
車
両
お
よ
び
資
機
材
の

　

提
供

③
被
災
者
の
救
出
、
医
療
、
防

　

疫
、
そ
の
他
の
応
急
復
旧
な

　

ど
に
必
要
な
物
資
ま
た
は
資

　

機
材
の
提
供

④
救
援
、
救
助
活
動
お
よ
び
応

　

急
復
旧
な
ど
に
必
要
な
職
員

　

の
派
遣

⑤
被
災
者
の
受
け
入
れ

⑥
被
災
し
た
協
定
市
町
か
ら
要

　

請
が
あ
っ
た
事
項

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
知

多
半
島
５
市
５
町
と
の
行
政
間

の
連
携
を
図
り
、
防
災
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
災
害
（
地
震
・
大
雨
な
ど
）

が
発
生
し
た
直
後
に
、
橋
梁
が

崩
落
し
た
り
、
河
川
の
増
水
で

　

橋
を
渡
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
よ

う
な
場
合
、
橋
を
渡
っ
て
区
や

常
会
な
ど
で
指
定
さ
れ
た
一
時

（
い
っ
と
き
）
避
難
所
へ
避
難

す
る
よ
り
も
本
町
以
外
の
近
隣

市
町
の
避
難
所
に
、
一
時
避
難

し
た
方
が
、
安
全
な
場
合
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
町
民

が
安
心
し
て
他
市
町
の
避
難
所

へ
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
近
隣

市
町
へ
申
し
入
れ
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　

貴
重
な
意
見
と

認
識
を
し
た
。
平
成
26
年
11
月

13
日
に
発
足
し
た
「
知
多
地
域

防
災
減
災
研
究
会
」
を
通
し
、

協
議
し
て
い
く
。

問 安
心
で
き
る
避
難
所
を

協
議
し
て
い
く

武豊クラブ
福本 貴久 議員

個人質問 町政を問う！

研究会を通し協議していく答

近隣市町への
申し入れを

問

会派代表 町政を問う！

■橋を渡らなければ避難できない地域

答

総
務
部
長

知
多
地
域
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結

問答

町
長
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